
概要 1 
 

 
 

品目 病害虫名 発生予報 

麦類 
オオムギ赤かび病 発生時期：平年並 発生量：平年並 

コムギ赤かび病 発生時期：平年並 発生量：平年並 

 

令和７年度 

発生予察情報 
発生予報第１号 (概要版) 

令和７年４月 17 日発行 

宮城県病害虫防除所 

（TEL：022-275-8982） 

より詳しい内容は、下記ホームページでご確認ください。 

宮城県病害虫防除所 https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/byogai/ 

次回、発生予報第２号の発行日は令和７年５月21日（水）の予定です。 

★宮城県病害虫防除所から『メルマガ』で 

発生予察情報の発表をお知らせしています★ 
宮城県病害虫防除所 

トップページ 

メルマガ 

登録フォーム 



 

麦類 1 

 

令和７年度 

発生予察情報 発生予報第１号－麦類－ 
令和７年４月 17 日発行 

宮城県病害虫防除所 

－５月中旬までの発生予報と防除のポイント－ 

作況試験ほ：大崎市古川（古川農業試験場） 

天候予報：仙台管区気象台４月 10 日発表 

１ 発生予報 
病害虫名 発生時期 発生量 

オオムギ赤かび病 平年並 平年並 

予報の根拠 

（１） 向こう１か月の平均気温は高いと予報されている。（－/ ） 

（２） 作況試験ほにおける「大麦」の幼穂長は平年より短いが、「シュンライ」、「ミノリムギ」ともに出穂期、開花期は平年

並と予測されている（表１）。（±/ ） 

（３） 開花期前後の降雨が発生に好適であり、向こう１か月の降水量は平年並か多いと予報されている。（ /±） 

病害虫名 発生時期 発生量 

コムギ赤かび病 平年並 平年並 

予報の根拠 

（１） 向こう１か月の平均気温は高いと予報されている。（－/ ） 

（２） 作況試験ほにおける「小麦」の幼穂長は平年並～短いが、「シラネコムギ」、「夏黄金」ともに、出穂期、開花期は

平年並と予測されている（表１）。（±/ ） 

（３） 開花期前後の降雨が発生に好適であり、向こう１か月の降水量は平年並か多いと予報されている。（ /±） 

 表１ 出穂期・開花期の予測 

麦種 品種 

幼穂長（mm） 出穂期（月/日） 開花期（月/日） 

本年 平年 
本年 

見込み 
平年 

本年 

見込み 
平年 

大麦 
シュンライ 18.8 19.9 4/21 4/23 4/28 4/30 

ミノリムギ 13.0 16.3 4/26 4/28 5/3 5/4 

小麦 
シラネコムギ 5.3 5.8 5/5 5/3 5/15 5/13 

夏黄金 6.3 7.4 5/3 5/3 5/14 5/13 

※ 令和６年播種（令和７年産）麦類作況試験生育状況（出穂期及び開花期の本年見込みは 4/10 現在の主茎 

幼穂長及び古川アメダスの平均気温の平年値を基に算出、古川農業試験場） 

※ 播種日：令和６年 10 月 18 日 

※ 平年値は過去７か年の最高値と最低値を除いた５か年の平均値 

※ 予報の根拠 ( 発生時期 / 発生量 ) 

発生時期・・・(＋)：遅くなる要因  (±)：平年並になる要因  (－)：早くなる要因    (空欄)：該当せず 

発 生 量・・・(＋)：多くなる要因  (±)：平年並になる要因  (－)：少なくなる要因  (空欄)：該当せず 

２ 防除のポイント 
・薬剤防除の適期は、１回目が開花始期～開花期、２回目はその７～10 日後である。生育状況をよく観察し、適期を逃

さないよう防除を行う。 

・「夏黄金」の薬剤防除は３回を基本とし、３回目は２回目の７～10 日後に実施する。 

・「ホワイトファイバー」は「シュンライ」より出穂期が１～２日遅いので、１回目の防除のタイミングに注意する。 



 

麦類 2 

 

・赤かび病は開花期前後にかけて降雨が続くと発生が多くなるため、降雨が続く場合は晴れ間をぬって防除を実施す

る。 

・病害虫の薬剤抵抗性の発達防止のため、RAC コードが同じ薬剤の連用を避け、計画的にローテーション散布を行

う。薬剤については『宮城県農作物病害虫・雑草防除指針』を参考に選定する。 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/noenkan/boujosisinn.html 

＜参考＞ 出穂期（出穂率40～50％）から開花期に達するまでの日数の目安 

日平均 

気温(℃) 

大 麦 小 麦 

開花始 開花期 開花終期 開花始 開花期 開花終期 

10 ８ 11 14 14 19 24 

13 ６ ９ 12 11 15 19 

15 ５ ７ ９ ９ 12 15 

18 ３ ５ ７ ６ ８ 10 

・普及に移す技術第 83 号参考資料「麦類の出穂期を基準とした開花期予測」から抜粋。 

・大麦は「シュンライ」「ミノリムギ」、小麦は「シラネコムギ」に適用 

 

《お問い合わせ先》 
宮城県病害虫防除所 
〒９８１－０９１４ 仙台市青葉区堤通雨宮町４－１７ 
TEL：０２２－２７５－８９８２ FAX：０２２－２７６－０４２９ 
E-maiｌ：byogai@pref.miyagi.lg.jp 

★宮城県病害虫防除所から『メルマガ』で 
発生予察情報の発表をお知らせしています★ 


